
 

 

 

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年12月5日 
文責：藤芳 秀樹 

個人情報保護のため、写真は鮮明 
度を落としています 

手袋は必需品 
急に寒くなりました。朝、登校

してくる子どもたちを見ると、袖
を伸ばして手を入れている子、ポ
ケットに手を入れている子など、
特に手が寒そうです。 
しかし、これが原因となって、

つまづいた時に手を変について骨
折・とっさに手が出ずに顔や歯を
ケガというトラブルが発生してし
まいます。 
家庭で、手袋の準備と 

着用の声掛けをお願い 
します。 

みんなで校則を見直します 
～それに先立ち、こんな話をしました～ 
世の中には様々なきまり（ルー

ル）があります。もし、きまりがなか
ったらどうなると思いますか？ 
例えば車のルールについて考えて

みましょう。信号無視、スピード違
反、飲酒運転の車がいっぱいになった
ら、みなさんは安全に登下校できます
か？怖いですよね。みんなが安全、健
康、平等に生きていくためには、みん
なで守るルールやマナーが必要です。 
清水小にも「学校のきまり」があ

ります。清水小での勉強や生活が「み
んなにとってよりよいもの」になるよ
うに考えられています。 
清水小の校則は、長い歴史の中で

君たちのお父さんお母さん、おじいさ
んおばあさん、いやもっともっと前の
人たちからよ～く考えて、しっかり守
りながら受け継いできました。 
その「学校のきまり」を今回、み

んなで話し合って、よりよいものにし
ていきます。まずは、清水小にはどん
な決まりがあるかを知り、次にそれを
もっとよくできないか・おかしなきま
りはないかを考えます。 
それを考える時に大切なポイント

が三つあります。 
一つ目は、「学校のきまり」という

ことです。学校はみんなで生活・勉強
して成長するところです。勉強にいら
ないもの、活動の邪魔になるものや危
ないものはふさわしくありません。 
二つ目は、「学校にはたくさん活躍

の場がある」ということです。持ち物
の自慢やおしゃれで自分を示さなくて
も、勉強や行事、いろんな役目や友達
との遊びなどでたくさん自分のよさや
個性は発揮できます。 
二つ目は「みんなにとっていいル

ール」ということです。清水小にはい
ろいろな人がいます。学年も違いま
す。そのみんなが健康、安全、正しく
生活や勉強ができるきまりにします。 
みんなのルールは、ただ自分がし

たいから、楽しそうだからと思って決
めるものではありません。 
自分たちで決めたルールを守るこ

とで、責任感・自信。協力する力など
が伸びます。清水小がもっとよい学校
になるように、みんなで考えたきまり
を、みんなで守りましょう。 

２学期もあと１３日となりましたが、清水小では依然として多様な活動が行われています。 

来週は臨時給食 
エアコン工事により、来週一週

間は給食室が使えず、調理や食器
の準備ができません。 
それによって、食器は毎日、家

庭からきれいなものを持ってこな
ければなりません。また、給食の
内容も臨時的なものになります。
（詳しくは給食の奥田先生が出し
た給食だよりをお読みください。） 
子ども達、保護者の皆様にはご

迷惑をおかけしますが、ご理解と
ご協力をお願いいたします。 

逃げ地図づくり 
５年生は大学生を講師に迎え、

災害時にどのように避難するかと
いう学習をしました。 
地図に向かい、自分が避難する時
は？老人だったら？と考えなが
ら、避難にかかる時間を色で表し
ていました。災害を遠い話と思わ
ず、具体的に自分の生活を想起し
ながら考えるいい学習となりまし
た。この様子は熊日の記事にもな
りました。  ⇓熊日新聞より 

みんなで 
気をつけよう 

今週になって一気に体調をくず
す子が増えました。清水小では学
級閉鎖、５年生の集団宿泊教室延
期などの対応を行い、学校全体で
感染の広がりを防ごうとしている
ところです。 
手洗い、うがい、マスク着用を

お願いします。それと免疫力アッ
プのためにも十分な睡眠もお願い
します。 

防災イベント 
３０日に、本校の家庭科室で青

少協主催の防災イベントが行われ
ました。講師の方から災害発生時
にすべきことを聞いたり、保存食
を試食したりしました。 
親子で参加した保護者からは

「子どもより自分の方が学びにな
ったかもしれな 
い。」という感想
が聞かれまし
た。今回逃した
方は、次回参加
してみてはどう
でしょうか。 

トンネルアート 
６年生は、「自分たちが地域の

ためにできること」を考え、実行
しようとしています。その行動の
一つとして、暗いトンネルに絵を
描いて明るくする「トンネルアー
ト」をしてくれます。 
先日、似顔絵作家のJEROさん

からアドバイスをもらいながら、 
「トンネルにどん
な絵を描くか」を
考えました。いろ
んなイメージが出
されました。今後
はそれを具体的な
絵に仕上げていく
予定です。どんな
絵ができるか？今
からワクワクで
す。 

紅や黄色の校庭 
学校のモミジやイチョウが色づ

き、今とてもきれいです。一方で
落ち葉もたくさん。学校を整備し
てくださっている清田先生が一生
懸命そうじをされています。そん
な時、落ち葉拾いを手伝う子ども
やほうきをもって駆けつける他の
先生。とってもいい光景です。こ
んな姿が広がるといいなぁ。 


